
９月度支部役員会議事録 
 

日本建築学会近畿支部 

 

期 日：平成２８年９月１４日（水） １５：００～１７：３０ 

会 場：支部会議室Ⅱ (閲覧・会議室) 

出席者 門内支部長 

    常 議 員  真 田、谷 口、遠 山、冨 島、平 川、藤 井 

          川 辺、木 下、倉 田、笹 村、向 井 

    支部監事  川 野、渡 辺 

    事 務 局  児 玉 

 

【審議事項】 

 （１）前回議事録（案）確認の件 

 事務局より役員各位へ事前に送付された議事録(案)の内容は、確認のうえ承認された。 

 

 （２）９月度理事会報告の件 

 支部長より、９月２日(水)に開催された理事会の報告が行われた。 

理事会の主な報告としては、「社会ニーズ対応推進委員会運営規程の変更」、「大賞選

考委員会委員推薦について」、「奈良少年刑務所に関する要望書提出について」、「就

職活動時期に関する要望書提出について」、「建築文化週間2016について」、「旧三菱

銀行神戸支店の建物の保存活動に関する要望書（近畿支部）」、「宮津市庁舎本館の建

物の保存活動に関する要望書（近畿支部）」、「「建築学会女性会員の会」の開催報告」、

「東日本大震災における実効的復興支援の構築に関する特別調査委員会最終報告書」、

「JABEEのキャンベラ協定正式加盟への経過について」などであった。 

 

 （３）支部報告 １．事業報告 

         ２．会計報告 

 事務局より報告があり、承認された。 

 

 （４）平成２８年度 当支部選挙管理委員選任の件 

 昨年度からの留任委員である、藤井彰人常議員、林田大作氏(大阪工業大学)の２名に加

え、新任委員として木下 光常議員、宮内靖昌常議員、日建設計の本会会員からの３名

を加えることとした。 

 日建設計からの委員については、事務局から前常議員の塚越治夫氏に相談することとした。 

   【事務連絡】日建設計からは、塚越治夫氏が委員に就任するとの回答があった。 

 

 

 

 



 （５）第７２期当支部常議員候補の件 

 事務局より、配布資料の説明と選挙に関する概要および日程の説明があった。 

 退任する常議員が所属している以外の大学からも常議員候補を出していただくよう、事

務局で打診することとした。 

 候補者は、１１月度の役員会までに事務局へ連絡することとした。 

 

 （６）第１８期当支部代議員候補の件 

 事務局より、配布資料の説明と選挙に関する概要および日程の説明があった。 

 退任常議員は慣例として候補者となるよう事務局から依頼が述べられた。 

 他の候補者は、１１月度の役員会までに事務局へ連絡することとした。 

 

 （７）２０１７年日本建築学会教育賞(教育業績)推薦依頼の件 

 候補者の推薦がなかったので、今回は推薦を見送ることにした。 

 

 （８）２０１７年日本建築学会文化賞候補業績推薦の件 

 支部長から、引き続き候補者を検討するよう役員に対し指示があった。遅くとも11月度

支部役員会までには候補者を決定することとして、次回常議員会以降の継続審議とした。 

（本部への推薦締切日：2016年12月9日(金)） 

 

 （９）２０１７年日本建築学会大賞業績候補推薦の件 

 出席役員にて検討した結果、楢崎正也君(大阪大学名誉教授)を推薦することが正式に承認

された。 

 席上に提出された推薦書類については審議の結果、業績名も含め全体をとおしてインパ

クトのある表現にするよう提案された。 

 真田常議員、川辺常議員から大学内の担当者に申し伝え対応していただくことにした。 

 

 （10）所有者移転(八光自動車工業(株))に伴う保存活用要望書提出の件 

    〇「六甲山ホテル旧館の建物の保存活用に関する要望書」 

 所有者の移転に伴い、当支部近代建築部会で表現の一部を訂正した要望書と前回に提出

した見解文を新しい所有者に提出することが認められた。 

 

 （11）当支部創立７０周年記念事業委員会の件 

    〇準備会開催について 

 支部長から各実行委員会の委員長などへ就任の依頼をした後に、準備会を開催すること

となった。 

 

 （12）近畿支部の財政問題について 

 支部長から本部の担当者と検討された内容が報告された。 

 来年度以降の支部財政と支部活動については、当支部担当役員と引き続き検討すること

が支部長より報告された。 

 



 （13）協賛名義借用依頼の件 

 以下の協賛名義借用事業３件については承認することとした。 

①第４回若手セミナー ～地盤工学の基礎講座～ 

 期 日  ９月３０日（金） 

 会 場  ドーンセンター 大会議室 

 主 催  地盤工学会関西支部 

 

②日本機械学会関西支部特別フォーラム 

～ビッグデータ・AI技術の最前線と機械工学への展開を探る～ 

 期 日  １０月２４日（月） 

 会 場  大阪科学技術センター 中ホール 

 主 催  日本機械学会関西支部 

 

③第11回若手シンポジウム ～材料研究の開拓・融合と魅力の再発見～ 

 期 日  １２月１６日（金）～１７日（土） 

 会 場  琵琶湖畔おごと温泉 湯の宿 木もれび 

 主 催  日本材料学会関西支部 

 

 （14）後援名義借用依頼の件 

 以下の後援名義借用事業５件については承認することとした。 

①「京都鉄道博物館」建築技術講習会 

 期 日  １０月２０日（木） 

 会 場  京都鉄道博物館 大会議室 

 主 催  大阪府建築士会 

 

②「建築基準法等に関連する改正内容の周知」と「大阪府福まち条例ガイドライン」 

について 

 期 日  １１月８日（火） 

 会 場  大阪府建築健保会館 ６階ホール 

 主 催  大阪府建築士会 

 

③ＢＩＭハンズオン（操作体験）セミナー 

 期 日  １１月１０日（木）、２４日（木） 

 会 場  中央工学校ＯＳＡＫＡ １号館５１教室 

 主 催  大阪府建築士会 

 

④ＢＩＭ活用の最前線 講習会・シンポジウム 

 期 日  １０月２８日（金） 

 会 場  （株）内田洋行 ２階会議室 

 主 催  大阪府建築士会 

 

 

 



⑤セメント系固化材の利活用セミナー 

 期 日  １月２４日（火） 

 会 場  大阪国際交流センター 大会議室さくら 

 主 催  セメント協会 

 

 

【報告事項】 

 （１）当支部女性会員の会懇談会(8月5日)、本会大会関連ＰＤ(8月25日) 終了報告) 

 支部長より、それぞれの活動については、大会関連ＰＤで使用された書類を用いて報告

された。 

 当支部女性会員の会については、今後は２名の担当者を中心に組織を固めていくこと方

向であることが報告された。 

 

 （２）親と子の都市と建築教室終了報告の件 

 ８月６日(土)、７日(日)に開催された「まちをつくろう2016」および８月２０日(土)に

開催された「第１４回 京町家の伝統技術を学ぶ」の終了に伴い、遠山常議員より活動レ

ポートなどを用いて報告された。 

 

 （３）設計競技本部審査結果報告の件 

 ８月２４日に開催された本部の最終公開審査の結果について、本部からの結果通知を用

いて報告された。 

 当支部から推薦した１０作品からは、優秀賞に１作品、佳作に１作品が選ばれた。 

 

 （４）保存活用要望書提出に対する（株）阪急阪神ホテルズからの回答 

    〇「六甲山ホテル旧本館の建物の保存活用に関する要望書」に対する回答書 

 （株）阪急阪神ホテルズの担当者から、建物の譲渡に関する書類の提出があった。 

 役員会の席上には、送られてきた書類をそのまま資料として配布した。 

 

以 上 

 

 


